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1．DEBUG．　COMへの郷愁？
　MS－DOSのver，1．25，あるいは，　ver．2．11から付き合い始めた人の中
には，DEBUG．COMを捨てにくい人も多いのではないか，と考える。サイズ
は12：Kバイトと小さいのに，全くパワフルである。コマンド体系は簡単で，
その原理も単純なので，小回りがきく。コマンドの書き方も，ホワイF・ス
ペースに関しては，極めで自由である（全角のブランクはだめだが）。
SYMDEB．EXEを使っていて、、一db＿，一ea＿と打ち込んで，予期せぬ出力
に戸惑った経験は少なからぬ1人に共通していよう。
　一方，ソース・コードとコンパイラがある場合は，SYMDEB．EXEよりも
特化したCode　View，　Power　C　Trace，　Turb6　Debugger等を用いる。あるい
は，統合環境で種々のデバヅグ機能が装備された言語ソフトが幾つかある。
よって，SYMDEBが使いたくなるのは次の理由のからみあいからであろう。
　（1）市販のAPの場合のごとく，ソースがない。
　（2）デバッグの途中で，グラフィックスを消す等のためDOS　Shellを実行
　　したい。
　（3）長いデバッグを半自動化するため，ファイルからリダイレクトして，
　　デバッグを開始したい。
　（4）上記のデバッグ用ファイルにコメントを入れたい。
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　今回は，DEBUG　COM　C　83－09－05）を改造して，上の願望を全て満たし，
しかも割込みに使うベクタ番号を自由に変更できるようにした。大きさは，
元のままで12K：である。元のDEBUG．　COMは．16ビットのインテルCPU
上のMS－DOSならマシンを問わないが，今回の改造では，一部エスケー
プ・シーケンスを使用したので，PC－9801用となった。
2．追加機能 7つの特典
DEBUG．　COMに追加された機能をまとめておく。
［1］コマンド！で，DOS　Shellができる。
［2］コマンドzでグラフィヅクス画面のON／OFFができる。
　　　コマンドyでテキスト画面がON／OFFにできる。
［3］ファイルのリダイレクトが部分的に可能である。
［4］デバッグ用ファイルに，＊（半角）にてコメントが書ける。
［5］コマンド＃で，CALL命令を捜す。
　　　コマンド＄で，3バイトJMP命令を捜す。
［6］DEBUG．　COMのver．2．　30を最初に示す。
［7］割込みベクタをINT　3以外に自由に変えられる。
3．改造方法
　リスト1が，DEBUG．　COM　83－09一一〇5，12146バイトとその改造版について
FC．　EXEを実行した結果である。　DEBUGそのものでDEBUG．　COMを
ロードし，リストのアドレスに100hを加えながらenterされたい。
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　　4．効　　　能
　7つの特典（？）の内，［1］から［5］は，説明の必要はないであろう。
〔6コについては，効能というほどのものではない。しかし，1982年にでた
MS－DOS　ver．1．25の中のDEBUG．　COM　ver．1．08（6003バイト）でさ
え，立派にバージョン・ナンバーを宣言している。せっかく，本体の中に内
蔵している番号なので，明示した方が良い。
　［7コは，INT　3の割込みベクタ・アドレスをチェックしたり書き換える
プログラム（特にフ旗テクト用）のデバッグに便利である。特に，書き換え
たINT　3を使用するというフ．ロテクトには重宝であろう。［3コと併用すれ
ば，強力な道具になる。もちろん，［7］の機能はしばしば使うといったもの
ではないが，プロテクト付きプログラムのデバッグが趣味の人には欠かせな
いものと考える。
　　5．使い方と注意事項
［1］　Dos　shell
　SYMDEBと同じで，
　　一！口
とする。DEBUGに戻るときは，
　　A＞exit　D　’
とやることは，御存じの通り。DOSに抜けられないときは，デバッグ中のプ
Pグラムがメモリを使い過ぎか，もしくはINT　21のファンクション・コー
ル4Ahによるメモリ解放をやってないときである。何もプログラムをロー
ドしていない場合，SYMDEBではShellできるが，これは自ら余分なメモリ
を解放しているからで，役にはたたない。改造版はSYMDEBと違って，
一！の後にDOSコマンドを引続き入力できない。　DOSに抜け出てから実行
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されたい。
　恐いのは，メモリが解放されていないのに抜け出せたときである。暴走し
たら原因はここにありと疑ってみる必要がある。SYMDEBでも同じことが
生じる。
［2］グラフィックス画面のON／OFF；テキスト画面のON／OFF
　デバッグの途中で，背景のグラッフィクスのため文字が読みずらくなるこ
とがある。そんなとき，専：門のデバヅガのようにワンタヅチのコマンド
　　一z〔コ
で，グラフィックス画面がトグル的にON／OFFする。
　デバッグ途中で，テキスト画面がOFFにされて困ることがある。
　　一yD　，
にて，トグル的にON／OFFされる。
［3］リダイレクト
　コマンド・ラインのパラメータで，例えば
　　A＞debug　pgm．　exe　〈ファイル！〔』
により，ファイル1からリダイレクトされたコマンド入力でデバッグを開始
できる。ファイルの途中に，＜conを入れておけば，そこで自動入力は終わ
り，以後キーボードから入力する。次に，
　A＞debug　pgm．　exe＜ファイル1　＞ファイル2〔』とすると，最初のう
ち出力はファイル2としてディスク等に書かれる。デバッグ用ファイルの中
に，＞conを入れておけば，以後スクリーンに出力される。
　DOSのコマンド・ラインでは，当然DOSの規則に従う。要点は，自動
キー入力のためのファイルの中でのリダイレクトは，CONにだけ可能とい
うことである。よって，スクリーンへの出力リダイレクト〉と，キーボード
からの入力への切り替えくは，ファイルの中で一回の使用のみ意味があるこ
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とになる（キーボードから何回入れてもエラーにはならない）。ファイルの
終わりに，〉，＜　をこの順序で書いておくのが安全である。また，〈や〉
の後は，何を書いてもコメントとみなす。SYMDEBとの互換性のために
CONを書いておくのが無難であろう。もちろん，ブランクでもOKであ
る。
［4］コメント
　自動入力用ファイルをドキュメントとして保存したい場合，コメント行が
必須である。書式はSYMDEBと同じく
　　＊　コメント行
であるが，もう少し便利で
　　g61F　　＊　グラフィックス画面の設定に到着　＊
のように，普通のコマンド行の後ろに挿入できる。要するに，＊以後は，何
を書いても無視する。
［5］CALL命令検索
　これは，＃を使って
　　一＃es　：　O　fffO　B2E　D
とか，
　　一＃lb57：0　fffO　2FOOD
のようにする。サーチのコマンド　一sと同じ要領であるが，注意すべき点
は，コールされるアドレスは2でミイト続けて入力する。また，es二のような
セグメントを指定しないときは，csの値をとる。
［7〕デバッグ用割込みベクタ番号の変更
　リスト！での改造版は，例えば，一gADDのようなコマンドでアドレス
OADDhにCCh（すなわち，　INT　3）を埋め込むのではなく，　CD5Bh（＝
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INT　5Bh）を置換する。すなわち，ブレイク・ポイントでの割込みはINT
3ではなく，INT　5Bhになる。かくて，INT　3の書換えをしてデバッグの邪
魔をするフ．ログラムの解析に便利である。INT　5Bhから他の番号にしたいと
きは，DEBUG．　COMでDEBUG．　COM自身をm一ドし，アドレス09FOh，
09F6hに，それぞれそのベクタ番号のオフセット用，およびセグメント用ア
ドレスを上位，下位バイトに注意しつつDEBUG．　COMを用いて修正された
い（例えば，5Bhの場合は，5Bh×4＝16Chであるから，アドレス09FOh
に6Ch，同じく09Flhに01hが入り，09F6hに6Eh，09F7hに01hが入っ
ている）。更に，アドレスOB73hに割込み番号を入れて修正完了である。リ
スト1のものは，OA73h（DEBUG上のアドレスからPSP分100　hを引く）
に5Bhが入っていることがわかる。
　使用上の重要な注意を述べる。改造版はブレーク・ポイントにおいて2バ
イト（CD5Bh）の置換を行うので，1バイト命令（例えば，　RET）の置換の
場合，プログラムの流れによっては，2バイト目の5Bhに制御が移ることに
よって暴走することがありえる。一gで指定するアドレスは，2バイト以上
の命令がある所，もしくはリターンして行く先等を選ぶ必要がある。また，
一g　の命令で複数個のブレーク・ポイントは指定できなくなった。
　（コマンド　一tのINT　1は元のままなので，ここをチェヅクするプPテ
クト付きプログラムでは，DEBUGがINT　1を書き換えないように修正し，
一tを使わないようにすればいい訳である。それには，DEBUG．COMのアド
レス09F8hにJMP　AO2hを入れればよい。この修正を行った一場合，一tを
使えば暴走する。そこで，ついでに　一tではエラーが出るようにすべきで
あろう。そのためには，アドレス0397hのBBOghをDDO5hに変えれば
OKである。まず，一tの使えるもので注意深く追跡し，後で一gからだけ
でなる自動入力ファイルを作成する。）
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6．おわりに
　DEBUG．COMでは，残念ながら80186／80286系特有の命令はアンアセンブ
ルできない。コマンド　一uで，プログラム・コードの中にDBhが出てきた
ときは，この種の命令だと考えてよい。
　改造版でも，まだアドレス2FEOhから306Fh（DEBUG上）は使えそう
である。自分好みの機能を追加することができる。（スタックは，2CIDhか
ら遡るカ㍉せいぜい40バイトを使うだけである）。DEBUG．　COMは，アドレ
ス0222hのCALL　O28Ahで命令を読み，そして命令の最初の文字がアル
ファベットでないとアドレス023Ehで，　JMP　O5DDh（エラー・ルーチン）
としている。改造版では，ここでJMP　2FOOhと変えてある。次の命令を読む
ためのルーフ．・ジャンフ．先のアドレスは，OIFDhである。なお，読み込まれ
た命令は，大文字に直されてアドレス2EAghに格納されている。
　最後に，もう一言書いておく。特典［7］により，改造版を使って元の
DEBUG．　COM（そしてSYMDEB．　EXE）がデバッグできるということであ
る。要するに，INT　3が競合しないから可能な訳である。頭が冴えたときで
ないと，命令待ちをしているデバッガがどちらかわからなくなるので，改造
版ではプnンフ．トを一から他の記号に変える方法もある。この記号のアドレ
スは021Ehである。アンアセンブルの手法に興味のある人は，ぜひ改造版を
使って研究してみられよ。
［追加］Turbo　PASCALのよ．うに，　INT　21h（AH＝06h，　DL　＝＝　FFh）で，
　　キー入力を待つものは，CONの内部FCB番号が1である必要があ
　　る。この番号は，デバッグ・ファイルでリダイレクトすると，変更さ
　　れてしまいキー入力できなくなる。この場合，デバッグ・ファイルの
　　最初に，一e18とやって，01hをエンターしてやればよい。
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リスト1
oooooooo：
OOOOOOO2：
OOOOOOO3：
OOOOOOO4：
OOOOOOO5：
OOOOOOO6：
OOOOOOO7：
OOOOOOO8：
OOOOOOO9：
OOOOOOOA：
OOOOOOOB：
oooooooc：
OOOOOOOD：
OOOOOOOE：
OOOOOOOF：
OOOOOOIO：
0000001ユ：
OOOOOO12：
OOOOOO13：
OOOOOO14：
OOOOOO15：
OOOOOO16：
OOOOOO17：
OOOOOO18：
OOOOOO19：
OOOOOOIA：
OOOOOOIB：
OOOOOOIC：
OOOOOI3F：
OOOOO140：
OOOOO19E：
OOOOO19F：
OOOOOIAO：
OOOOOIAI：
OOOOOIA2：
OOOOO2Al：
OOOOO2A2：
OOOOO2A3：
OOOOO2A4：
OOOOO8FO：
OOOOO8Fl：
OOOOO8F6：
OOOOO8F7：
OOOOO941：
OOOOO942：
OOOOO944：
OOOOOAOF：
OOOOOA6E：
OOOOOA6F：
OOOOOA71：
??????????????????????????? ?????????? ? ? ? ? ? ? ? ???????? ? ? ? ? ? ? ? ?OOOOOA72：
OOOOOA73：
OOOOOA74：
OOOO2AA1：
OOOO2AB2：
OOOO2AB6：
OOOO2ABA：
OOOO2ACO：
OOOO2ACI：
OOOO2AC2：
OOOO2AC3：
OOOO2AC4：
OOOO2AC5：
OOOO2AC6：
OOOO2AC7：
OOOO2AC8：
OOOO2AC9：
OOOO2ACA：
OOOO2ACB：
OOOO2ACC：
OOOO2ACD：
OOOO2ACE：
OOOO2ACF：
OOOO2ADO：
OOOO2AD2：
OOOO2AD3：
OOOO2AD4：
OOOO2AD5：
OOOO2AD6：
OOOO2EOO：
OOOO2EOI：
OOOO2EO2：
OOOO2EO3：
oeoo2Eo4；
OOOO2EO5：
COOO2EO5：
OOOO2EO9：
OOOO2EOA：
OOOO2EOB：
OOOO2EOC：
OOOO2EOD：
OOOO2EOF：
OOOO2EIO：
OOOO2Ell：
OOOO2E12：
OOOO2E13：
OOOO2E14：
OOOO2E15：
OOOO2Ei6：
OOOO2E17：
??????????????? ．
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OOOO2E18：
OOOO2E19：
OOOO2EIC：
OOOO2EID：
OOOO2EIE：
OOOO2EIF：
OOOO2E20：
OOOO2E21：
OOOO2E22：
OOOO2E23：
OOOO2E26：
OOOO2E27：
OOOO2E28：
OOOO2E2A：
OOOO2E2B：
OOOO2E2C：
OOOO2E2D：
OOOO2E2E：
OOOO2E2F：
OOOO2E30：
OOOO2E31：
OOOO2E32：
OOOO2E33：
OOOO2E34：
OOOO2E35：
OOOO2E36：
OOOO2E37：
OOOO2E38：
OOOO2E39：
OOOO2E3A：
OOOO2E3B：
OOOO2E3C：
OOOO2E3こ口
OOOO2E3E：
OOOO2E40：
OOOO2E，41：
OOOO2E42：
OOOO2E43：
OOOO2E44：
OOOO2E45：
OOOO2E46：
OOOO2E47：
OOOO2E48：
OOOO2E49：
OOOO2E4A：
OOOO2E4B：
OOOO2E4C：
OOOO2E4D：
OOOO2E4E：
OOOO2E4F：
??????
リスト1つづき
OOOO2E50：
OOOO2E51：
OOOO2E54：
OOOO2E55：
OOOO2E56：
OOOO2E57：
OOOO2E58：
OOOO2E59：
eooo2EsE：
OOOO2EsF：
OOOO2E60：
OOOO2E61：
OOOO2E62：
OOOO2E63：
OOOO2E64：
OOOO2E65：
OOOO2E66：
OOOO2E67：
OOOO2E68：
OOOO2E69：
OOOO2E6A：
OOOO2E6B：
OOOO2E6C：
OOOO2E6D：
OOOO2E6E：
OOOO2E6F：
OOOO2E70：
OOOO2E71：
OOOO2E72：
OOOO2E73：
OOOO2E74：
OOOO2E75：
eooo2E76：
OOOO2E77：
OOOO2E78：
OOOO2E79：
oeoo2E7A：
OOOO2E7B：
OOOO2E7C：
OOOO2E7D：
OOOO2E7E：
OOOO2E7F：
OOOO2E80：
OOOO2E81：
OOOO2E82：
OOOO2E83：
OOOO2E84：
OOOO2E85：
OOOO2E86：
?????????????????????????? ????????
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OOOO2E87：
OOOO2E88：
OOOO2E89：
OOOO2E8A：
OOOO2E8B：
OOOO2E8C：
OOOO2E8D：
OOOO2E8E：
OQOO2E8F：
OOOO2E90：
OOOO2E91：
OOOO2E92：
OOOO2E93：
OOOO2E94：
OOOO2E95：
OOOO2E96：
OOOO2E97：
OOOO2E98：
OOOO2E99：
OOOO2日置A：
OOOO2EgD：
OOOO2EgE：
OOOO2EgF：
OOOO2EAO：
OOOO2EAI：
OOOO2EA2：
OOOO2EA3：
OOOO2EA4：
OOOO2EA5：
OOOO2EA6：
OOOO2EA7：
OOOO2EA9：
OOOO2EAA：
OOOO2EAB；
OOOO2EAC：
OOOO2EAD：
OOOO2EAE：
OOOO2EAF：
OOOO2EBO：
OOOO2EBI：
OOOO2EB2：
OOOO2EB3：
OOOO2EB4：
OOOO2EB5：
OOOO2EB6：
OOOO2ECO：
OOOO2ECI：
OOOO2EC2：
OOOO2EC3：
??????oooo2Ec4：　ee　FF
OOOO2EC5：　OO　74
00002EC6：　OO　OA
OOOO2EC7：　OO　B4
0eoo2Ecs：　oo　40
00002EC9：　OO　CD
OOOO2ECA：　OO　18
00002ECB：　OO　C6
0eoo2Ecc：　oo　06
00002ECD：　OO　DB
OOOO2ECE：　OO　2F
OOOO2ECF：　OO　FF
OOOO2EDO：　OO　C3
00002EDI：　OO　B4
00002ED2：　OO　41
00002ED3：　OO　CD
oooe2ED4：　oo　ls
OOOO2ED5：　OO　C6
00002ED6：　OO　06
00002ED7：　OO　DB
OOOO2ED8：　OO　2F
OOOO2EDA：　OO　C3
00002EDB：　OO　FF
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